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前
会
長

秋
野
征
治
（
特
任
理
事
）

こ
の
度
、
伴
学
区
町
内
会
連
合
会
で
６
年
間
、

伴
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で
４
年
間
、

そ
れ
ぞ
れ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

一
番
大
き
か
っ
た
の
は
安
佐
南
工
場
の
建
て

替
え
、
火
葬
場
建
設
と
い
う
両
事
業
の
地
元
対

策
問
題
で
し
た
。
市
長
に
要
請
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
進
捗
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

西
風
新
都
の
都
市
づ
く
り
の
見
直
し
へ
の
対
応
、

防
災
対
策
な
ど
地
域
課
題
は
山
積
で
す
。

こ
れ
ら
は
28
年
度
か
ら
の
新
体
制
の
下
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
私
も
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
、
多
く
の
方
々
と
の

素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
の
生
涯
の
宝
と
し
て
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新
会
長

川
本
一
之

19
歳
で
故
郷
を
後
に
し
て
半
世
紀
。
人
生
の

終
章
を
生
ま
れ
育
っ
た
地
に
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
様
々
な
人
た
ち
に
出
会
い
、
命

が
け
の
現
場
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
体
験
を
少

し
で
も
地
元
に
役
立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
一
番
気
掛
か
り
な
の
は
環
境
の
悪
化

で
す
。
超
マ
ン
モ
ス
で
遊
び
場
も
ま
と
も
に
確

保
出
来
な
い
小
学
校
。
大
型
車
が
わ
が
物
顔
で

疾
走
す
る
道
に
身
を
細
め
る
子
ど
も
た
ち
―
西

風
新
都
の
不
均
衡
な
開
発
の
負
の
遺
産
で
す
。

高
齢
者
が
平
穏
に
過
ご
せ
る
町
に
、
明
日
を

担
う
子
ど
も
達
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
、
そ
し
て
10
年
後
を
見
据
え
た
課
題

に
腰
を
据
え
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

地
元
対
策
の
前
進
を

不
均
衡
開
発
の
是
正
を

特
別
対
策
部
会
長
・
山
田
初
則

西
風
館
と
安
佐
南
工
場
の
両
事
業
に
か
か
わ
る
地

元
対
策
事
業
の
確
実
な
履
行
と
期
限
内
の
完
成
を
促

し
て
い
き
ま
す
。
安
佐
南
工
場
の
公
害
防
止
協
定
は
、

今
年
度
中
の
締
結
を
目
指
し
て
市
と
交
渉
を
行
い
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
、
内
容
あ
る
協
定

に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

公
害
防
止
協
定
書
を

文
教
部
会
長
・
加
藤
栄
治

前
年
度
に
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、

三
城
田
地
区
の
実
施
に
続
い
て
29
年
度
以
降
は
「
三

城
田
・
大
原
」
地
区
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
伴
小

学
校
前
の
横
断
陸
橋
の
改
造
、
通
学
バ
ス
の
停
留
所
、

通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど
難
題
で
す
が
、
官
庁
や
諸

団
体
と
一
諸
に
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

町
民
生
活
部
会
長
・
上
山
彰

組
織
図
に
あ
る
だ
け
で
も
環
境
美
化
、
地
域
整
備
、

町
民
体
育
祭
り
、
防
災
と
生
活
に
密
着
し
た
課
題
ば

か
り
。
し
か
し
、
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

既
に
列
車
は
出
発
し
ま
し
た
。
脱
線
し
な
い
よ
う
に

心
掛
け
、
親
し
み
の
あ
る
町
内
会
連
合
会
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

親
し
み
の
あ
る
町
内
会

地
域
起
こ
し
推
進
部
会
長
・
天
王
春
人

住
み
・
動
き
・
働
き
・
憩
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
豊
か

な
「
伴
」
を
目
指
し
ま
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

活
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
の
発
掘
支
援
を
し
ま
す
。
、

町
づ
く
り
補
助
金
制
度
の
活
用
情
報
の
提
供
や
団
体

の
支
援
を
区
役
所
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。歴

史
文
化
活
か
し
た
町

新 旧 会 長 ・ 各 部 会 長 ご あ い さ つ
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三
城
田
地
区
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
も
決
ま
り
、
「
ゾ
ー
ン
30
」
開

始
・
「
防
犯
カ
メ
ラ
」
設
置
記
念
式

が
８
月
７
日
、
伴
中
央
集
会
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。

記
念
式
に
は
安
佐
南
警
察
署
の
松

尾
享
署
長
、
安
佐
南
区
役
所
の
谷
山

勝
彦
区
長
、
伴
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
の
桑
原
一
之
会
長
を
は

じ
め
約
50
人
の
来
賓
、
三
城
田
子
ど

も
会
の
小
学
生
、
町
内
会
役
員
た
ち

が
出
席
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
ゆ
っ
く
り
ん
」

を
あ
し
ら
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
全
員
が

着
て
参
加
。
松
尾
署
長
が
「
安
佐
南

区
は
車
両
過
密
地
帯
。
そ
こ
へ
の
ゾ
ー

ン
30
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
取
り
組
み
は

交
通
安
全
、
犯
罪
防
止
に
役
立
つ
」

と
あ
い
さ
つ
。
谷
山
区
長
は
「
地
元

住
民
の
取
り
組
み
が
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
へ
大
き
く
踏
み
出
し
た
。
安
全

対
策
に
努
め
る
」
と
意
欲
を
示
し
ま

し
た
。

こ
の
後
、
集
会
所
前
に
設
置
さ
れ

た
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
交
通
標
識
と
集

会
所
壁
面
に
取
り
付
け
ら
れ
た
「
通

学
路
減
速

ゾ
ー
ン
30
」
の
横
断
幕

を
全
員
で
ひ
も
を
引
っ
張
っ
て
除
幕

し
、
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

「
ゾ
ー
ン
30
」
の
16
の
協
賛
企
業

に
桑
原
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
「
ゆ
っ
く
り
ん
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
４
人
の
小
学
生
に

も
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ゾーン30の

「ゆっくりん」

です。よろしく！

ゾ
ー
ン
30
開
始

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

「
ゾ
ー
ン

30
」
規
制
が
始
ま
っ

た
の
は
県
道
広
島
―
湯
来
線
と
八

幡
地
区
の
県
道
に
挟
ま
れ
た
三
城

田
地
区
。
県
公
安
委
員
会
が
５
月

末
に
地
域
指
定
し
、
安
佐
南
警
察

署

が

７

月

に

こ

の

地

域

一

帯

が

「
時
速

30
㌔
」
以
下
で
の
走
行
を

自
動
車
に
義
務
付
け
る
「

30
㌔
」

の
交
通
標
識
を
立
て
、
安
佐
南
区

役

所

が

道

路

に

「

ゾ

ー

ン

30

」

「
減
速
」
な
ど
の
表
示
を
白
ペ
ン

キ
で
書
き
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

湯
来
線
の
渋
滞
を
避
け
て
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
す
る
車
が
三
城
田
地
区

で
増
え
、
生
活
道
・
通
学
路
の
危

険
性
が
高
ま
り
、
伴
学
区
町
内
会

連
合
会
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
組
織
し
、
伴
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
と
運
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

「
ゾ
ー
ン

30
」
の
指
定
に
備
え

て
、
三
城
田
町
内
会
は
「
西
風
新

都
三
城
田
み
ら
い
会
議
」
を
組
織

し
、
「
ゾ
ー
ン

30
を
活
用
し
た
生

活
道
路
の
交
通
安
全
町
づ
く
り
」

事
業
（
３
カ
年
計
画
）
を
立
案
。

こ
れ
が
区
の
魅
力
と
活
力
向
上
推

進
事
業
の
補
助
対
象
に
な
り
、
初

年
度
約

61
万
円
の
事
業
費
の
う
ち

約

41
万
円
の
助
成
を
区
役
所
か
ら

受
け
ま
し
た
。

残
り
の

20
万
円
は
地
元
の
企
業

に
協
力
を
求
め
、

16
社
か
ら
協
賛

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
資

金
を
基
に
横
断
幕
や
幟
、
ワ
ッ
ペ

ン
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
「
ゾ
ー
ン
30
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
グ
ッ
ズ
を
製
作
し
、

指
定
域
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

安
全
な
通
学
路
、
生
活
道
路
を
取
り
戻
そ
う
と
昨
年
夏
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
伴
学
区
町
内
会
連
合
会
の
「
ゾ
ー
ン
30
」
が
三
城
田
地

区
で
７
月
中
旬
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「ゾーン30」

「安全・安心 伴の道づくり」の

一環で、三城田町内会は防犯カ

メラを２カ所に設置することにしま

した。

場所は伴小学校下の横断陸橋

の信号柱と伴交番前の街路灯の

電柱。いずれも小中学生の登下

校のコースであり、通行車両が

多く、防犯カメラの設置で犯罪を

未然に防止する犯罪抑止につな

げたい考えです。

安佐南警察署の勧めで、広島

市の防犯カメラ設置助成金を受

けて設置に踏み切りました。カメ

ラは約40万円で、市から30万円

ほど助成され、残りの約10万円

は町内会が負担します。実際に

は９月末までに取り付けられる

予定です。

２カ所に防犯カメラ
伴小下横断陸橋と伴交番前

除幕された「ゾーン30」の横断幕

《
ゾ
ー
ン
30
と
は
》
生
活
道
路
の
歩
行

者
の
安
全
を
確
保
す
る
目
的
。
ゾ
ー
ン
を

定
め
て
時
速
30
㌔
に
規
制
し
、
安
全
対
策

を
組
み
合
わ
せ
て
、
ゾ
ー
ン
内
を
抜
け
道

と
し
て
通
行
す
る
車
を
減
ら
そ
う
―
と
警

察
庁
が
平
成
23
年
か
ら
始
め
た
安
全
対
策
。

30
㌔
未
満
だ
と
歩
行
者
の
致
死
率
が
１
％

以
下
だ
が
、
40
㌔
を
超
え
る
と
10
倍
、

20
倍
に
跳
ね
上
が
る
統
計
か
ら
西
欧
で
始

ま
っ
た
。

伴
学
区
で
は
初
の
「
ゾ
ー
ン
30
」

導
入
で
す
。
連
合
会
は
今
後
、
大

原
地
区
を
は
じ
め
、
学
区
の
全
域

に
広
げ
て
い
く
方
針
で
す
。

ゾ
ー
ン
30
に
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
企

業
・団
体
は
次
の
通
り
（敬
称
略
）。

ひ
ろ
し
ま
西
風
新
都
ク
ラ
ブ
▽
沼

田
自
動
車
学
校
▽
Ｊ
Ａ
広
島
市
伴
・

大
塚
支
店
▽
伊
藤
内
科
医
院
三
城
田

和
楽
▽
家
づ
く
り
工
房
木
楽
▽
お
し
ゃ

れ
サ
ロ
ン
み
や
も
と
▽
川
中
醤
油
▽

佐
々
木
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
田

村
建
設
▽
中
国
新
聞
沼
田
販
売
所
▽

濱
本
美
塗
工
業
▽
藤
井
工
芸
▽
ほ
た

る
工
房
▽
宮
本
プ
ロ
パ
ン
▽
伴
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
▽
Ｖ
Ｏ
Ｋ


